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地下鉄七隈線沿線

まちづくりガイドライン ２. 地区の現状と問題点等

検討地区検討地区

⑧春吉橋 ⑦はかた駅前通り

④国体道路①清流公園 ②中洲懸橋

⑨夢回廊橋

③国体道路 ⑤国体道路（バス停）

⑥国体道路

①

⑩祇園町西交差点⑪はかた駅前通り

⑫はかた駅前通り⑬はかた駅前通り

② ③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑮中洲新橋⑭水車橋

⑭

⑮

【はかた駅前通り断面】

【国体道路断面】

3.5 ～ 5.0m 3.5 ～ 6.8m

5.5 ～ 8.8m16.0m5.5 ～ 7.0m

27.0 ～ 31.8m

3.1 ～ 3.5m 2.6 ～ 3.0m

4.6 ～ 5.0m

21.2 ～ 22.8m

4.6 ～ 5.0m 12.0 ～ 12.8m

③歩行者空間の状況

【道路幅員】

・はかた駅前通りは、計画幅員が 27ｍで整備されて

おり、歩道幅員が 5.5 ～ 7.0ｍ（有効幅員 3.5 ～

5.0ｍ）あります。

・イーストビル横の歩道は、土地区画整理事業により、

歩道が拡幅され 8.8ｍ（有効幅員 6.8ｍ）あります。

・国体道路は、計画幅員が 22ｍで整備が完了してお

り、歩道幅員が4.6～ 5.0ｍ（有効幅員2.6～ 3.5ｍ）

あります。

・国体道路とはかた駅前通りには、歩道に自転車誘

導部（カラー舗装など）が整備されています。

【バリアフリー】

・国体道路、はかた駅前通りともに誘導ブロックが

設置され、歩道と車道の段差解消も行われていま

す。

・国体道路や中間駅周辺に放置自転車が多くみられ

ます。
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地下鉄七隈線沿線

まちづくりガイドライン ２. 地区の現状と問題点等

①はかた駅前通りの植栽 ②はかた駅前通りのバナーと街灯 ③飲食店等が入るビル ④イーストビル

⑧国体道路 ⑨国体道路 ⑩中洲夜の景観（春吉橋） ⑪中洲夜の景観（屋台）

⑥夜のはかた駅前通り

⑤清流公園（案内サインと花）

⑫はかた駅前通り

⑦祇園町西交差点

④イーストビル（広場）

⑥夜のはかた駅前通り（歩道）

①

②

③
④

⑤

⑥

⑦

⑨

⑧

⑩
⑪

⑫

⑬
⑭

⑬はかた駅前通り

⑭国体道路

検討地区

④通りの街並み景観等の状況

【はかた駅前通り】

・歩道空間は、ストリートファニチャー

（街灯や案内表示、舗装など）のデザ

インが統一されています。

・また、平成２２年度から「福博花し

るべ」により、歩道空間に色とりど

りの花が植えられ、花しるべのバナー

などが設置されています。

・歩道上には市民や観光客に分かりや

すい案内サインを社会実験で設置し

ています。

・平成２３年７月に新たなシンボルと

なる魅力的な都市空間の形成を目指

して「都市景観形成地区」が指定さ

れました。

【国体道路】

・夜になると歓楽街としての賑やかな

景観を創り出してます。

10



11

地下鉄七隈線沿線

まちづくりガイドライン ２. 地区の現状と問題点等

天神（渡辺通）

イーストビル

ＪＲ博多シティ

櫛田神社

博多町家ふるさと館

聖福寺

中洲のネオン

春　吉
住　吉

天　神

西中洲

中　洲

冷　泉

祇　園

博多寺町

博多駅
西中洲の飲食店

（３）「周辺地区」の魅力の整理

【天神】

○天神地区は、都市的楽しみやサービスが満喫でき

る様々な機能が集積しています。

○近年は、韓国や中国などアジアからの買い物客で

賑わいを見せています。

○WeLove 天神協議会により、官民共働によるまち

づくりが進められています。

【西中洲、春吉】

○お洒落な飲食店が増加しており、

大人の隠れ家として人気エリア

になっています。

【博多駅】

○九州新幹線開通等により、集客力が高まっています。

○博多まちづくり推進協議会により、駅の力を活かしたま

ちづくりが官民共働で進められています。

【博多寺町】

○聖福寺などお寺が多く立地しており、昔の趣がある街並

みなどが残っています。

○近年は、まち歩きや御供所・冷泉ライトアップウォーク

などイベントが開催されています。

【住吉】

○昨年、キャナルシティ博多の東側にイーストビルが開業したこと

で、分かりやすさが向上し、回遊性も高まりました。

※河川空間の整備（清流公園の改修）が進められています。

【冷泉・祇園】

○櫛田神社や万行寺などの寺社や、博多町家ふるさ

と館及び博多伝統工芸館などが立地しています。

○７月には博多祇園山笠が櫛田神社をスタートし、

博多のまちを勇壮に走ります。

○博多で一番古い商店街で、アーケードの下には老

舗や懐かしい感じの店が軒を並べています。

※河川空間の整備（博多川夢回廊の整備）が進めら

れています。

【中洲】

○那珂川と博多川に挟まれた文字通りの中洲で東西

１８の橋で博多と福岡に繋がっています。

○西日本最大の歓楽街で天神や博多駅地区の発展を

側面から支えてきました。

※河川空間の整備（博多川夢回廊の整備、那珂川護

岸改修）が進められています。

天神（渡辺通り）

外航クルーズ船寄港

中洲のネオン

キャナルシティ・イーストビル ＪＲ博多シティ

聖福寺

櫛田神社

博多町家ふるさと館

川端商店街

西中洲の飲食店
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地下鉄七隈線沿線

まちづくりガイドライン ２. 地区の現状と問題点等

検討地区

（４）プロジェクト等の現状や整備動向

①水上バス（ﾍﾞｲｻｲﾄﾞ、能古島、夜間周遊） ②キャナルシティ博多イーストビル（H23 開業）

③博多川夢回廊

④ＪＲ博多駅ビル整備（H23 開業）

⑤オープントップバス（シーサイドももち・福岡城、ベイサイド・博多街）⑥天神ライナー　　　　　　　 ⑥博多駅～ｷｬﾅﾙｼﾃｨ博多ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ

⑧那珂川護岸整備・清流公園再整備

⑦福博花しるべ

①

②

③

④

⑤

⑤

⑥

⑦

⑦

⑦

⑧

⑧

①

ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷＪＲ博多シティ
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地下鉄七隈線沿線

まちづくりガイドライン

3

①歩道に障害物（看板等）が多い
②歩道が狭い、歩行者の安全性に問題
③統一感のない通りの景観
○溜まり空間の不足

⑨交差点が渡りにくい

○地下鉄駅・出入口の位置
○広場の確保
○交通結節としての対応

⑥夜になると放置自転車が増える ⑩⑪⑫その他の回遊ルートでの対応

⑦⑧橋の老朽化

④客待ちタクシーによる渋滞

⑮植栽帯が統一されていない
○溜まり空間の不足

⑭放置自転車が多い

⑬歩道が狭い

⑤河川空間の活用

⑦橋の老朽化（春吉橋）

⑧橋の老朽化（中洲新橋）

①

⑩その他の回遊ルートでの対応

②歩道が狭い、歩行者の安全性に問題①歩道に障害物（看板等）が多い ⑥夜になると放置自転車が増える

③

④

⑧

⑦

⑪

⑨

⑩
⑥

⑤河川空間の活用（昼・夜の景観）

⑤

④客待ちタクシーによる渋滞③統一感のない通りの景観

②

⑨交差点が渡りにくい

⑮植栽帯が統一されていない⑬歩道が狭い⑫その他の回遊ルートでの対応⑪その他の回遊ルートでの対応 ⑭放置自転車が多い

⑫

⑬

⑮

⑭

（５）「検討地区」の問題点の整理

２. 地区の現状と問題点等
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4

七隈線沿線まちづくり

ガイドライン

地
下
鉄
七
隈
線
延
伸
事
業

これまでの検討委員会での意見等

凡　例

検討地区

周辺地区

地下鉄新駅

主要施設

公園・緑地

【まちづくりの目標（素案）】

天神と博多駅間を多くの人が楽しく・快適にまち歩きができるよう、中間駅周辺と天神、

博多駅が連携した回遊性を高めるまちづくりを目指します。

天神と博多駅の中央に位置する中間駅周辺では、交通利便性の向上と駅から周辺地区へ

分かりやすく歩くことができるよう、地下鉄中間駅を活かしたまちづくりを目指します。

②天神と博多駅をつなぎ、回遊性を高めるまちづくり

①地下鉄中間駅を活かしたまちづくり①地下鉄中間駅を活かしたまちづくり

②天神と博多駅をつなぎ、回遊性を高めるまちづくり

We Love 天神協議会

「国体道路」の通りのイメージ

「賑わいの都心活動軸」

西はけやき通りから舞鶴公園へ、東は中洲、キャナル

シティを経て博多まで繋がり、昼夜問わず通行量が多

い通りであり、沿道の多様な賑わいを楽しみながら快

適に通行できる、ゆとりと潤いのある歩行者空間を形

成します。

博多まちづくり推進協議会

「はかた駅前通り」の主軸形成の方針

楽しさあふれる回遊主軸の形成

・博多のまちの新たなｼﾝﾎﾞﾙとなる景観づくり

・ゆとりと賑わいに富み、明るくさわやかな景観づくり

・歩行者の自由で便利な回遊を強化

・まち並みの連続性と歩行者の安全性を確保

・夜も心温まるまち並みの演出　など

中洲地区安全安心まちづくり協議会

《４つのワーキンググループ》

　①安全・安心ワーキンググループ

　②賑わいワーキンググループ

　③クリーンワーキンググループ

　④道路ワーキンググループ

地下鉄七隈線延伸のインパクトを活かして、住民や事業者、行政等が一丸となってまち

づくりを進めることにより、都心部の活力と魅力の向上を目指します。

地下鉄七隈線延伸のインパクトを活かした都心部の活力と魅力の向上地下鉄七隈線延伸のインパクトを活かした都心部の活力と魅力の向上

３．まちづくりの目標の検討

 

○地区の魅力

○まちづくり組織

 

◆市街地形成の歴史

◆主要施設の分布

◆歩行者空間の状況

◆通りの街並み景観等の状況

◆周辺地区

 

 

３. まちづくりの目標の検討
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４．まちづくりのテーマの検討
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４. まちづくりのテーマの検討
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